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研究成果の概要： 

本研究の目的はラジオ波焼灼術(RFA)の治療成績向上のため、RFA と経動脈塞栓術(TACE)の併

用療法の有用性を明らかにすることである。基礎実験では RFAと TACEの併用療法群で、RFA

単独療法群よりも大きな凝固範囲が得られた。臨床研究では小肝細胞癌症例において、局所再

発率について、TACE と RFA 併用群と RFA 単独群では有意差が認められなかった。特に小肝

細胞癌において、TACEと RFA併用療法は積極的には勧められないものと思われる。 
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１．研究開始当初の背景 

ラジオ波焼灼術（Radiofrequency = RFA）は小

肝細胞癌の確立した局所療法であるが、局所

再発を低く抑えるために、最近では RFA と

TACE の併用療法が行われることが多い。た

だ本当に併用療法が有効であるか、あるいは

併用療法の最適プロトコールは決まってい

ない。基礎的な実験も含めて明らかにしたい

と考えた。 

 

 

２．研究の目的 

(1) VX2 tumor を肝に移植した白色ウサギを

用いて種々のプロトコールの RFA・TACE併

用療法を行い、RFA・TACE 併用療法の最適

プロトコールを基礎実験で検証することで

ある。 

(2) そのプロトコールを臨床例に応用して、

HCC に対して確実な局所コントロールが得

られるか、予後の改善につながるかを明らか

にする。 

 

 

３．研究の方法 

(1) 白色兎に VX2 tumorを移植後、以下の実

験を行う。 

RFA 単独治療群 (n=3): cool-tip RF system、

2.0-cm tip, 17-gauge cool-tip electrodeを使用し

て、USガイド下に electrodeを腫瘍内に穿刺、

RFA施行 

TACE + RFA 群 (n=3): 血管造影・TACE は

microcatheter を固有肝動脈に挿入後、

Epirubicin + Lipiodol、スポンゼルを動注し塞

栓術を行う。続けて A群と同じプロトコール

で RFAを行う。実験３週後に腫瘍サイズ、治

療による凝固壊死範囲の測定、遠隔転移の有

無などを組織学的に検討する。 

(2) 臨床応用として、3cm 以下で全肝に 3 個

までの小肝細胞癌をもつ症例において、

TACEと RFA併用群（約 40症例）と RFA単

独群（約 40 症例）において、治療効果の比

較、局所再発率の比較を行う。 

 

 

４．研究成果 

臨床結果では単独療法との有意差が認めら

れず、特に小肝細胞癌においては併用療法は

積極的には勧められないとの結論に至った。

国内ではRFAとTACEの併用療法がかなり行

われているが、患者さんにとっては併用療法

は侵襲、負担が大きい。われわれの研究結果

を踏まえ、不必要な併用療法が行われないよ

うになれば、患者さんにもあるいは医療経済

的にもメリットが大きいものと思われる。 
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